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似経験を通じて︑太平洋両岸の二つの総力戦体制が「露骨な人種差別」から「上品な人種差別」へ 変貌に収斂していったことを示す︒朝鮮人は人材利用という総 戦 ロジックによって帝国の受益者予備軍に迎え入れられ 同様にアメリカ 日系移民は︑国家への忠誠心を示し︑アメリカ人 して同等の処遇を受ける機会を与えられて︑総力戦 おいても戦後のアジア太平洋の覇権においても︑異なる人種の人材を国家が活用できることを示す格好
モデルとなった︒　
第三・四・五章では︑日系アメリカ人の強制収容と軍事的ヒロ





こからわかるのは︑それが︑リベラルで反ファシズム的な欧米世界が「辺境と文明」として描いたハリウッド的な表現と驚くほど似ている とだ︒第八章では︑さらに公共メディアに現れる家族やジェンダー︑そして同一人種内での結婚といった表象を通じて︑日本が朝鮮人を人種的に包含しよう たと分析する︒最終章「エピローグ」は︑戦後の日米両国における戦争の記憶という政治学の観点で締めくくられる︒日米それぞれの国において「民族」として括られた兵士たちは戦後に対照的な運命をたどったが︑総力戦のなかに登場した「上品な人種差別」 いう概念 太平洋をはさむこの両大国の戦後社会を︑それぞれ異なる方法 形成し続けた︒　
この研究は︑政府や軍の記録文書︑回想録︑映像のほか︑日本
語・韓国語・英語による聞き取りを含む多国籍・多言語にわた資料をふまえた︑堅実で慎重な歴史調査に基づいている︒また︑日朝
（韓）
米の歴史についての三カ国語による保存文書を先駆け
として紹介し︑人種・ナショナリズム・アジア太平洋戦争とその記憶についての解釈を根源的に変えるも である︒これら三カ国についての関連テーマを研究する学者︑および人種・戦争・ナショナリズム一般に興味を持つ誰にとっても︑本書は必須文献である︒フジタニ編
Perilous M
em
ories: T
he A
sia-Pacific W
ar (s) （
2001 ）︑
ならびに近年発表された刺激的ないくつかの論文に続く本書は︑
アジア地域研究とアメリカの民族研究とをつなぎ︑比較の視点と国際的視野から︑一国家の歴史記述の枠を超えた労作である︒
